
子育て支援センター
“ぽっぽえん”

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
おはようございます。教育委員会事務局　こども政策部　子育て支援グループ　市立子育て支援センター“ぽっぽえん”の湯川と申します。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

本日は、子育て支援センター　ぽっぽえんが実施しております子育て支援についてお話させていただきます。




子育て支援の概要

背景
・３歳未満児の約７～８割は家庭で子育て
・核家族化、地域のつながりの希薄化
・少子化 ・価値観の多様化

課題
・子育てが孤立化し、子育ての不安感、負担感
・多様な大人・子どもとの関わりが減

子育ての拠点となる場の必要性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最近大阪狭山市内には、新しい住宅も増え、若い世代の子育て家庭や共働きの家庭が増えてきています。
また、核家族化が進み、子育ての情報源はネットによるものが大半です。情報量は膨大で、逆に混乱や迷いを生じているのが現状ではないかと感じています。

また、保護者同士の付き合いもスマホの世界が中心となってきています。人間関係が希薄で、子育てを一人で抱え込む傾向にあり、不安感が非常に強い人が多くなってきたと考えられます。
このような背景の中で、子育て支援センターの担う役割が年々重要となってきています。




子育て支援施設

わんぱく
広場

つどいの
広場

狭山中校区 三中校区

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本市の拠点は、ぽっぽえんですが、このような子育て施設は、３つの中学校区ごとにあり、狭山中校区には、池尻保育園の「わんぱくプラザ」、三中校区には、ＮＰＯ法人ワークレッシュの「集いの広場」があります。
また、来年１月には、狭山中の隣に、子育て支援・世代間交流センター「ＵＰっぷ」がオープン致します。



子育て中の親子が気軽に集い、
相互交流や子育ての不安・悩みを
相談できる場所
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①親子の交流の場の提供と交流の促進

②子育てに関する相談・援助

③地域の子育て関連情報の提供

④子育て・子育て支援に関する講習の開催

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽっぽえんは、南中学校区にあり、南第一小学校に隣接しており、平成１８年１０月にオープンしました。
本市在住、在勤、実家のある方の就学前の親子を支援する施設として、子育て中の親子が気軽に集い、
交流や子育ての悩みを相談できる場所として今年で１２年目を迎えました。
祝日と年始年末以外は、開館しており、一日平均４０組の親子が利用しております。

支援センターを訪れることで、子育ての正しい情報を得たり、さらに母親同士の交流の場となったり、気軽に子育ての話をすることで、
不安感が減少し子育ての楽しさを互いに共有できたりしてほしいなと思っています。

また、“ぽっぽえん”は、ごらんのように様々な機関の方々との連携・協力により運営しています。
支援センターの役割としましては、①親子の交流の場の提供と交流の促進、②子育てに関する相談・援助、③地域の子育て関連情報の提供、④子育て・子育て支援に関する講習の開催があり、この4点を柱とした事業を展開しています。

詳細は、お手元の資料にありますように、１１あり、多岐にわたります。




子育てに関する
相談・援助

利用者
支援事業

発達
障がい児
支援事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽっぽえんの主な事業を少し　紹介いたします。

子育てに関する相談や援助については、利用者支援事業や育児訪問事業などがあり、
また、発達障がい児支援事業があります。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①利用者支援は、保育子育てコンシェルジュを配備し、子育てに関するさまざまな悩みにお答えしています。また、育児支援訪問は、育児支援家庭訪問支援員が家庭を訪問します。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
②発達障がい児支援事業は、「手をつなGO!」といいます。
　家庭相談を受ける中で、保護者が子どもの対応にどうしたらいいかわかならいという相談が多くなり
　発達のサポート支援が必要であるお子さんとその保護者について、日常生活や学校・園生活をより快適に過ごせるよう、専門的な療育や相談の場を提供しています。
　現在２０人の児童幼児が育を利用しています。
　一人一人が落ち着いた空間で、過ごすことができるようにしています。




南中学校との連携

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
校区にあります、南中学校とも連携しています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①ぽっぽえんに来られる赤ちゃん親子や妊婦さんと触れあう機会を設定しています。②また、職場体験にも来てもらい、小さな赤ちゃんとふれあう事で、子どもをいたわる気持ちを育んだり、自分が小さかった時のことを思い出し、親に感謝する気持ちも育んで欲しいと願っています。そして、遠い将来、自分が親になった時に、子どもを愛せる親に育って欲しいと願っています。




地域の子育て関連情報の
提供

保健
センター
との連携

子育て
アプリの
配信

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
③地域の子育て関連情報の提供としては、
｢保健センター」「公民館」「図書館」との連携や｢子育てアプリ｣の配信を行っています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保健センターに出向き、４か月健診に参加して、乳児の情報を共有し、子育ての援助ができるようにとつながっています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、平成２９年度から、子育てアプリにて子育て情報を配信しています。
皆様もよければぜひ、ご登録ください。



子育て・親子の交流

あそびの
広場

あおぞら
広場

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①親子の交流の場の提供と交流の促進として、遊びのひろばやサークル活動・青空広場などがあります。

ぽっぽえんに来て、仲良くなった親子が５組以上でサークルを作り、交流をすることができます。

また、地域の会館や公園にきて、遊ぶ青空広場もあります。


　ぽっぽえんでは、市民ボランティアの方々や認定サポーターの方々のご協力を得て、乳幼児を育てる保護者が安心してゆったり子育てができるように
　力を貸していただいています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート

①「あそびの広場」は、午前１０時から午後５時まで、開設し、親子が自由に来て、好きな環境の中で、個々に応じて遊んでいます。
②年齢や季節に配慮した遊具やコーナーを設置し、体操やふれあい遊び等の「お楽しみタイム」を行っています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート

ボランティアの方々に、親子の見守りをしたいただいています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ボランティアさんである子育ての先輩と触れ合うことで、子どもだけではなく、親である保護者の方も安心するようです。

ぽっぽえんに来て、仲良くなった親子が５組以上でサークルを作り、交流をすることができます。

また、地域の会館や公園にきて、遊ぶ青空広場もあります。



④子育て・子育て支援に
関する講習の開催

子育て
講座

年齢別
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
④子育て・子育て支援に関する講習の開催では、子育て講座の開催や、年齢別交流会として、０歳児、１歳児、２歳児別に保育の提供をしています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
年齢別交流会では、同年齢の子どもと保護者が、他の親子と一緒に様々な活動をしています。親同士が交流できる場を設けたり、相談員に育児相談できる場を設けたりしています。

親子の関係をより深め、子ども同士、親同士の仲間作りを支援しています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①食育講座では、ぽっぽえんで収穫した野菜を使って、簡単なおやつのクッキングをし、乳幼児期の食生活の大切さをお知らせしています。
　この時にも、お手伝いとして、ボランティアさんに参加していただいています。
②絵本講座では、図書館とも連携をとりながら、沢山の絵本に触れることで、豊かな心を育めるようにしています。
　この時も、参加し、お手伝いをしていただいたり、絵本の整理などもしていただいています。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手作りが得意な方は、子ども達のためにおもちゃを作ってくださいます。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさん、ご自分の得意なこと、できることを自らしてくださっています。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽっぽえんでは、ボランティア講座を毎年開催し、ボランティア登録をしていただいた方に、協力願っています。
ボランティア活動のお礼は、１回５００円の図書券をお渡ししています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、「認定子育てサポーター」さんにも活躍してもらっています。
大阪狭山市に在住で子育て支援に関心があり、子育てサポーター養成講座を修了し、認定書を授与された方になってもらっています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各幼稚園やこども園での未就園児保育の協力や、地区の公民館や公園を借りて開催している
「青空広場」などで子育て支援活動を展開しています。
現在９６名のサポーターさんが登録されています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この写真は、地区の会館をお借りして、地域の親子が自主運営している「プレイセンター」という事業です。
そこにも、サポーターさんに来ていただき、お母さんは、上の子どもとゆったりと向き合って関わることができるようです。






プレゼンター
プレゼンテーションのノート

市のマスコットキャラクターである「さやりん」のエプロンを着て、現在9６名が登録しています。
来年１月には、第５期サポーター養成講座を実施いたします。
ぜひ、興味のある方は、申し込みをしていただいたらと思います。



ファミリー・サポート・センターは地域で

「子育てを手助けしてほしい人」と

「子育てを応援したい人」が

会員になって、子育ての相互援助活動に取り組んで

いただく会員組織です。

ファミリー・サポート・センターで行なう
援助はあくまでも一時的または短時間で
軽易なものです。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、資料には載せていないのですが、少し、お知らせをさせていただきます。
ファミリーサポートセンターをご存知でしょうか。
これは、「子育てを手助けしてほしい人」と「子育てを応援したい人」が会員になって、子育ての相互援助活動に取り組んでいただく会員組織です。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
仕事と家事・子育てを両立しようとすると、突然の「どうしよう」に出会うことは多いと思います。
そんなときの安心のためにあります。



【子育てを手助けしてほしい人】 【子育てを応援したい人】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お願いする「依頼会員」さんが、３か月～小学６年生までの子どものいる方　　９月現在で328人の方が登録されています。
助けてくださる「協力会員」さんが、子育てに理解のある方で、現在１１２人　いらっしゃいます。
その両方を兼ねている「両方会員」さんが８７人おられます。
すべて、市内在住・在勤の方で年齢・性別は問いません・




おおさかさやまファミリー・サポート
センターの活動内容

事前打ち合わせ
＊会員登録時にお聞きした内容に合う方をセンターが
ご紹介します。
その後、アドバイザーを交えて事前打ち合わせさせて
いただきます。
子どもさんのことや、活動内容については話し合い、
両会員納得のもとでの活動になります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
利用は、センターに登録された会員に中から、条件や要望に合った会員をご紹介させていただいています。




おもな活動内容

◆ 保護者の短時間／臨時就労時の利用
◆ 保育所(園)･幼稚園までの送迎や登園前・降園後の預かり
◆ 放課後・または放課後児童会修了後のお迎えや預かり
◆ 子どもの習い事への送迎

◆ 買い物や、スポーツ等リフレッシュに出かける間の預
かり

◆ 冠婚葬祭や子どもの学校行事等に出席する間の預かり
◆ 子どもの病後時の預かり

＊ただし病気の子どもの預かりは行いません
◆ 協力会員が活動可能ならどんな場合でも…

＊子どもを預かる場所は、原則として協力会員の家です。
＊援助活動は、早朝、夜間にわたる事もありますが、宿泊
は行いません。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
主な活動は御覧の通りです。
子供を預かる場所は、原則として、協力会員の家です。
炎上活動は、早朝、夜間にわたることもありますああが、宿泊はないです。



料金設定

月曜日～金曜日 7時～２１時
７００円

早朝・夜間・土日祝・年始年末
８００円

病後児保育
８００円

安心して活動いただけるように
３つの保険に加入しています。

◇ サービス提供会員傷害保険
◇ 賠償責任保険
◇ 依頼子ども傷害保険

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
料金は、月曜日から金曜日の７Iから２１時まで、１時間当たり７００円です。
早朝・夜間・土日・年始年末は１時間当たり８００円です。
また、病気のお子さんを預かるときはも１時間８００円となっています。

また、安心して活動していただけるように、このような保険にも加入しています。
いつでも会員募集中ですので、関心があればぽっぽえんまで、ご連絡ください。



ぽっぽえんでは

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
子育て支援センターぽっぽえんでは、このように、市民ボランティアの方々や、認定サポーターの方が中心となり、乳幼児を育てる保護者が安心してゆったりと
子育てができるような支援を行っています。



子育て支援

親支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①子育て支援と共に②親の育児能力を高め、子育ての責任と喜びをより多く感じてもらえるような親支援に力を注いでいきたいと思っています。
そして、
皆様にもご協力いただける方は、ボランティア、サポーター・ファミサポ会員ともに募集しておりますので、よろしくお願いします。

そして、市民・地区の皆さんの協力を得ながら、今後も子育て支援センターが、子育ての中心となれるように取り組んでいきたいと思っています。

１０月２７日（土）は第１２回のぽっぽえん祭りを開催します。もしお時間があれば、ご来場ください。

これで子育て支援センター　ぽっぽえんの話を終わります。
ご清聴ありがとうございました。
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